
図書館だより          
 

 

 

 秋の深まりとともに、朝夕肌寒さを感じる頃となりました。今月は、合唱コンクールが開催されますね。 

日頃の成果を発揮して、芸術の秋を楽しんでください。学校図書館では、読書ビンゴを実施しています。９日

まで１人５冊貸出しができます。たくさんの参加をお待ちしています。 

 リトルライブラリー（職員室前の棚の上）は、毎月本が変わっているのを、お気づきですか。今回は、後期図

書委員が最初に選書した本が並んでいます。借りたい本があれば、貸出票に記入して利用してください。ぜ

ひ、学校図書館で読書の秋を満喫してくださいね

読書感想画コンクール 

  

 指定読書が発表されています。 本を読んで、「よかっ

た」「おもしろい」と感じたことや、印象をもとに絵で表現し

ます。締め切りは ２０２４年１月１２日です。自分の好き

な本（自由読書）の感想画も可能です。応募したい人は、

美術科の先生まで。 

♦中学校・高等学校部♦ 

手で見るぼくの世界は   樫崎茜/くもん出版 

  視覚支援学校に通う佑と双葉は、この春から中

学１年生。しかし双葉はある事件をきっかけに、家

から出られなくなってしまい…。それぞれの葛藤を

乗り越え、ふたたび世界に踏み出すまでを描いた

物語。 

  

母の国、父の国   小手鞠るい/さえら書房 

 少女は、この国で目立った。そのために、のけも

のにされたり、けなされたりすることもあった。絶望の

果てに訪れたその国で、少女を待っていたものとは

…。人が生きていくことの悲しさと力強さを描く。 

 

シタマチ・レイクサイド・ロード   

 濱野京子/ポプラ社 

 東京・下町。ここは、わたしの書きたい言葉が見

つかるまち。そして、わたしの恋がはじまるまち…。

上野・根津・千駄木を舞台に、高校文芸部員たち

の青春を描いた物語。 

 

パップという名の犬    ジルルイス/評論社  

 あの男の子がいれば、きっと守ってくる。でも、今はこ

こが自分の世界。野良犬として生きていくしかないの

だ…。都会に暮らす野良犬たちを主人公に、人間と

動物のかかわりを、弱い立場の者たちに心をよせてて

いねいに描く。 

 

ラスト・チェリー・ブロッサム わたしのヒロシマ 

キャサリン・バーキンショー/ほるぷ出版  

 広島に住むユリコは、新聞社を経営する父のもと、

裕福な家庭で、戦時中ながらも幸せな生活を送って

いた。だが、昭和２０年８月、１発の原子爆弾でユリコ

は全てを失い…。日系アメリカ人が、母の被爆体験を

もとに綴った物語。 

 

 

 

後期図書委員の目標とスローガンが決定しました！ 

 

目標     １年間で７ ,０００冊貸出しを目指す 

  スローガン 図書館の扉を開けば新世界  

後期も図書委員のみなさんと居心地の良い図書館

を作っていきます。たくさんの来館をお待ちしています。 

            １１月の移動図書館  

１年生  ２７日（月） ２年生  ２８日（火） 

３年生  29 日（水） 

 

返却が遅れている人は、必ず返却をしてください。 
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